



























































































































































































































































































































は， w経済学批判要綱』において資本を 11一般住J，1I 1特殊性J，][ 1個別性」に分けて考察する
プランのうちの， ][の 1(1)信用としての資本.j， 1(2)株式資本としての資本」をふまえて「金融市場で
は，資本はその総体性において措定されている」とされる1(3)金融市場(Geldmarkt)としての資本」




















































空洞性=無内容性 CHollownessdes ganzen Kreditsystems， in reines kolossales Schwin-



























































































ったJ(1評論J[1850年5~10月]，第 7 巻， 433ページ〕とのべている。






「クレディ・モピリエの最近の報告書は，この機関の有機的な空虚性 (theorganic hollowness 









































































































































































































その実際業務=資金運用の詳細は， c ・ジャネの ~19世紀の資本，投機と財政~ (1892年〉の








対する投機J(Etude sur les banques francaises， la Correspondant， mars 1861， cit. par 













































別表 フランスにおける公債の累積 lB31~69 (1月1日現在)(100万フラン〉
|永遠債，有期債 I:>ti _ 1"， 1終 身|公債費出塁(切iP) |流動債|年金債 I(管室雪)帰哉書
1831 4，659 (143.0) 253 54 341 28.0 
2 4，770 (145.7) 311 57 345 29.4 
3 4， 861 (147.8) 356 57 347 30.6 
4 4，164 (125.9) 366 57 326 30.6 
5 4，175 (125.5) 382 57 327 31. 2 
七 6 4，296 (128. 1) 312 57 331 31.1 
7 4，354 (129.2) 315 56 330 30.6 
月 8 4，458 (131. 9) 217 56 333 29.3 
9 4，458 (131. 3) 231 55 336 28.5 
王 40 4，458 (130.8) 224 55 336 24.6 
1 4， 613 (134.8) 261 54 348 24.4 
車B 2 4，785 (138.9) 418 53 355 24.6 
3 5，021 (144.9) 456 51 359 24.8 
4 5，118 (146.6) 519 50 363 25.4 
5 5，205 (148.0) 605 49 369 24.8 
6 5，521 (156.0) 429 48 372 23.7 
7 5，715 (161.1) 458 48 385 23.6 
8 5，838 (164.4) 631 47 411 23.2 
9 6，860 (193.0) 318 47 455 27.6 
50 4，886 (137.1) 540 46 387 26.3 
1 5，012 (140.0) 592 45 386 26.4 
2 5，516 (153.4) 615 44 399 26.4 
3 5， 577 (154.6) 802 43 374 24.2 
4 5，670 (156.5) 755 65 418 21. 0 
5 6， 083 (168. 6) 882 64 478 20. 7 
6 7，558 (208.8) 786 63 512 23.3 
第 7 8， 032 (221. 3) 896 65 517 27.3 
8 8， 422 (231. 8) 861 67 521 28.0 
一 9 8，593 (235.4) 847 68 556 25.2 
60 9，334 (255.7) 928 67 560 26.9 
帝 1 9，717 (260.0) 810 
68 581 26.8 
2 9，925 (264.5) 938 69 565 25.5 
政 3 12，020 (318.7) 883 71 623 27.2 
4 12，316 (325.3) 1， 038 72 652 28.9 
5 13，026 (342，6) 839 74 609 28.4 
6 11，029 (290.0) 787 76 597 27.5 
7 10，932 (286.0) 889 78 457 20.7 
8 11，925 (311.1) 912 82 466 20.4 
9 11，178 (303.6) 922 84 469 21. 9 
備考 Statistique g邑時ralede Ia France， 1924， p.154. 
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を倒せ/ 人殺しを倒せ/[λ bas les grands voleurs!λbas les assassins!Jと叫んだ。産
業ブルジョアジーは彼らの利益が脅かされているのを見，小ブルジョアジーは道義的に憤激し，
人民の想像力はかきたてられ，パリは『ロトシルド王朝~ ["La dynastie Rothschi1d‘つ， ~ユ









る株式預金銀行の原型となる国民割引金庫 (ComptairNational d' Escompte)の設立(これ
により手形は2名の裏書で割引かれ，フランス銀行がその再割引を引受けることにより商工業
者の手形割引をオート・パンクから解放する役割を果たすにいたる)， (3)委託倉庫 (Magasins
マルクス信用論における「金融の空洞化J(上〉 7 
Generaux)の開設(その受託証が，倉荷証券の前身となり，恐慌下にあって在庫金融の役割
を果たすことになる〉といった信用制度改革の方策をとり，これによって貨幣市場におけるオ
ート・パンクの独占的地位の弱体化が開始されることになる。とはいえフランス銀行の地方支
店網の拡充にしても，さしあたっては直接的にはフランス銀行が金融貴族の「高教会J(ハイ・
チャーチ〉であったところからかえって金融貴族の銀行支配を強化，拡大するものとなる。の
みならず臨時政府は旧債務を引き継いだうえ，増大する財政赤字は，新しL、重税賦課を日程に
のぼせ「誰れに税をかけるのか?JとLけ問題を提起することになったが，ブルジョアジ一一
取引所狼，銀行王，国家の債権者，金利生活者，工業家ーに賦課するなら「一方では，あれほ
ど大きな犠牲をはらい卑下して国家信用と商業信用をあがなおうとつとめながら，他方ではそ
れらの信用を脅かすことになるJ(同， 22ページ〉。そこで，結局「お人好しのジャックJ=農
民に対して直接税への付加税=145サンチーム税」を課すことになる。
くわえて臨時政府に代わった憲法制定議会は，労働者階級にたいしては「その内容によって
ではないが，その名称によって，フ'ルジョア的産業，ブルジョア的信用，ブルジョア的共和制
にたいする，プロレタリアートの抗議を具現J(同， 25ページ〉していた国民作業場の廃止攻
撃をおこない，ブルジョア共和制を公式に支配的な体制に仕上1ょうとする。
それに対して「労働者階級の執権」がはじめて目標にかかげられた「現代社会を分裂させて
L、る二階級聞の最初の大会戦J(同， 29ページ〉である 6月労働者革命がひき起されるが，敗
北を喫する。
だが， 6月革命鎮圧の失費は，新たな国庫の赤字の増大となり，そのための新たな借入れは，
政府忠、っそう強く金融貴族の束縛に陥らせることになる。
そのご， 5月の直接普通選挙によって臨時政府に代わった憲法制定国民議会は， 6月革命以
前の草案がとり入れていた，労働権の承認，累進課税の原則を捨て，国民議会と大統領という
こつの主権者を並存させる憲法草案を作成，次いで12月10日，大統領選挙がおこなわれるが，
重税にたいする「農民のクーデターJに支えられてノレイ・ポナバルトが選出されることになっ
た のである。(未完〉
